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介護やケアを担うヤングケアラー調査
藤沢では教員の半数が「いる」と回答

ユキちゃんは小学５年生。お母さんとの二人暮

らしです。

お母さんはこのごろ仕事を休んで寝込むことが

多くなりました。“うつ”という言葉を聞きまし

たが、ユキちゃんにはよく意味がわかりません。

ただ、お母さんがシクシク泣いていたり、とき

どき「死にたい」などとつぶやくのを聞くと、ユ

キちゃんは心配でたりません。

そんなとき、ユキちゃんは学校を休んでお母さ

んのそばにいるようになりました。買い物や家事

など、お手伝いも一生懸命にしました。

小学生のユキちゃんには市役所に相談したり、

ヘルパーさんを頼む、なんていう知識があるはず

がありません。近所に相談できる人もいません。

ある日、学校でユキちゃんは先生から叱られま

した。「ユキさん、このごろどうしたの？ 宿題

もやってこないし、忘れものばかりじゃない！」

お母さんが…と言おうと思いましたが、先生の

怖い顔を見るとユキちゃんは何も言えませんでし

た…（※今回の調査で報告のあった話ではありません）

ヤングケアラー

私たちはいままで、「介護」や「ケア」と言えば中

高年以降の課題だと思ってきたのかもしれません。

ですが、いま日本では急速な少子高齢化が進んでい

ます。これに晩婚化やひとり親世帯の増加などが加わ

れば、介護の担い手はおのずと

低年齢化せざるを得ません。

大人に代わって介護や家事な

どを担う１８歳未満の子どもの

ことを「ヤングケアラー」と言

います。日本でこの「ヤングケ

アラー」の問題に注目して調査

を始めたのは、一般社団法人日本ケアラー連盟・ヤン

グケアラープロジェクトの皆さんです。

同プロジェクトは２０１５年、新潟県南魚沼市で公
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立小・中学校の全教員を対象に日本ではじめての「ヤ

ングケアラー実態調査」を行いました。

その結果、４人に１人の教員が「現在、または過去

にヤングケアラーに出会ったこ

とがある」と回答しました。こ

れは画期的な調査でした。

そして昨年の７月、日本で２

例め、都市部としてははじめて

の調査が藤沢市で行われたので

す。

教師の半数がヤングケアラーに出会う

この調査は藤沢市の小・中・特別支援学校の全教員

を対象に行われ、１０９８人から回答がありました。

それによれば、今年度担任しているクラスに家族の

ケアをしていると思われる児童・生徒がいると答えた

のは１２２人でした。担任教師の５人に１人がヤング

ケアラーが「いる」と感じていることになります。

さらに、「過去にヤングケアラーに出会ったことが

ある」という回答を加えると４８．６％にのぼりまし

た。南魚沼調査では２５．１％でしたから、倍近くに

なります。これは顕著な違いでした。

この違いはどこから来るのでしょう。

調査報告書は、「困りごとに直面している子どもた

ち１人ひとりにきめ細かな支援などを行う『支援教

育』の考え方に基づき、これまでもさまざまな話し合

いを行ってきたという土壌」が藤沢にはあるため、と

評価してくれています。

家事やきょうだいの世話をする子どもたち

担っているケアの内容としては「料理・掃除・洗濯
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などの家事」がもっとも多く、次いで「きょうだいの

世話」「精神疾患などに対する感情面のサポート」が

続きました。また少数ではありますが、「服薬管理や

たんの吸引などの医療的な世話」「入浴・トイレ・体

ふきなどの身体介助」など、大人がするような介護を

担っている子どももいました。

こうした傾向は、南魚沼市と藤沢市で大きな違いは

ありませんでした。

ケアを担うことによる影響については「欠席」がも

っとも多く、ついで「学力がふるわない」「遅刻」と

続きました。

「遅刻や忘れものをする」「宿題をしてこない」子

どもは、ともすれば「問題のある子」と見られがちで

す。しかし、その背景にこうした介護やケアがあるか

もしれないという視点は、支援教育の大切な基本です。

ある校長先生は、「この調査は『子どもをどう見る

か』という視点を私たちに与えてくれるものだ」と話

してくださいました。

社会的な支援を

藤沢市の調査では、たくさんの先生が記述欄に自身

の出会った子どもの様子を報告してくれていました。

おもな内容をあげてみます。（個人情報の問題があ

りますので、少し編集してあります）

● 母親が心を病んでいるため子どもが付きそっ

ており、そのため学校を休むことがある。

● 親にかわって買い物や料理、きょうだいの保

育園への送り迎えや風呂の世話をしている。

● 日本語のわからない外国籍の母親のために、

学校を休んで通訳として病院に付きそう。

● 別居している祖父母の家へ行き、体の弱い祖

母のかわりに祖父の介助をしている。

もちろん、この子たちは進んで「お手伝い」をして

いる場合もあります。家族のケアがその子たちの人間

的な成長につながることもあるでしょう。マイナスば

かりとは限りません。

ですがケアのために学校を休んだり、勉強が遅れた

りしたのでは、もはや「お手伝い」では済みません。

友だちと遊べず、部活動にも参加できません。進学

や就職に影響が出ることもあります。そこまでの重い

責任を、未成年の子どもに負わせて良いのでしょうか。

そのような場合には、社会的な支援が必要なはずです。

気づき、つなぐ

ケアを担っている子どもたちの多くは、自ら「助け

てほしい」と声をあげることができません。ですから

周囲の大人の“気づき”はとても大切です。そのため

に学校の果たす役割は少なくありません。

もちろん、学校がすべてを担うことを求めているの

ではありません。学校の役割はまず“気づき”、理解

することです。そして欠席や忘れものなどには柔軟な

配慮をした上で、スクールソーシャルワーカーなどを

通して支援に“つなぐ”ことです。

日本ではまだ、ヤングケアラーへの支援は具体化さ

れていません。ですが既存の介護者支援の制度の中に

は、少し運用を変えればヤングケアラーへの支援に使

えるものもあるはずです。

６月市議会では、鈴木恒夫市長は私の質問に対して

「ケアを担っている多くの子どもたちが存在するとい

う実態が明らかになったことを、改めて重く受け止め

‥‥新たな支援策や、適切に支援につなげるための体

制づくりを検討する」と答弁してくださいました。

介護やケアは、中学を卒業すれば終わるわけではあ

りません。大学生や社会人の「若者ケアラー」はより

大きな役割を負うと同時に、進学や就職、結婚などへ

の影響もさらに深刻です。今後、この若者ケアラーに

ついての調査と支援策の検討が必要です。

この調査が、「ヤングケアラーへの支援」という未

開拓の分野に新しい道を開くことを願っています。


